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１．はじめに
１．１．異文化体験と異文化適応
近年の国際化社会において異文化体験は身近なものであり、文部科学省（2013）によると、多く
の日本人が海外留学をしており、2004年まで右肩上がりにその数は増加し、年間およそ8万3千人の
学生が海外留学を行っていた。しかし、2011年現在は、海外留学をする日本人学生は年間およそ5
万8千人までに減少している。
このような異文化体験をする者にとって、異文化へ適応することが最も重要な課題となってく
る。Yamada, Thompson, & Thompson（1994）は、その国の文化を理解し、その文化での生活におい
て適切に異文化の慣習を自分の中に取り入れていくことが異文化適応であると述べている。また、
星野（2010）は、異文化適応が阻害されている状態を、文化的接触が起きた際に経験される文化的
現象や心身に影響する個人現象としている。
これまで、多くの研究者がこの異文化適応のプロセスについて研究し、様々な適応プロセスを提
唱してきた（Gullahorn & Gullahorn, 1963; Kim & Ruben, 1988; Lysgard, 1956; Oberg, 1960）。しかし、
これらのプロセスを辿り、誰もが難なく異文化適応できるわけではなく、星野（2010）は、異文化
適応のプロセス過程を辿らない異文化体験者や、カルチャーショック期が出現しない異文化体験者
もいると述べている。このことから、異文化適応はプロセス通りに進むほど単純なものではないと
考えられる。そのため、異文化適応のプロセスに関する研究に加え、異文化適応要因を明らかにす
る研究も多くなされてきた。
１．１．１．属性的要因
佐藤（1996）は、出身国の違いと異文化適応感や心身健康との関連を示し、葛（2003）は、専攻
学問や年齢等の個人属性が適応感に影響することを示している。また、佐野（1990）が、滞在期間
の長さが日常生活の困難度に影響することを示したが、湯（2004）は、滞在期間の長さと異文化適
応感の間の関連を否定している。さらに、長井（1988）は、異文化不適応に陥った留学生に対する
面接調査により、留学中に適応を阻害されていたのは、留学前の過食症経験や精神的に母子分離が
できていない留学生等であったと述べている。
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また、中原（2011）は、異文化適応能力の向上には語学力が影響していると述べている。さら
に、孫（2009）の研究では、新奇性追求や損害回避が高い性格の者は社会文化的適応が低くなり、
孫（2011）の研究では、協調性が高いと社会文化的適応が促進され、自己超越性が高いと心理的適
応が抑制されることを示している。
このように、滞在期間や専攻、異文化経験、病歴や母子関係等の個人属性、語学力等の個人能
力、パーソナリティ等の個人特性が異文化における適応感と関係していることが示されてきてい
る。
１．１．２．対人的要因
また、早矢仕（1996）は、留学先での社会生活スキルの高さが異文化適応を促進し、自国での社
会生活スキルの高さが異文化適応を抑制することを示している。また、湯（2004）は、現地での社
会的スキルが高いと留学時の主観的幸福感も高くなることを示している。
また、周（1995）は、サポートと適応感の関連を検討し、留学初期において受け取ったサポー
トは初期の適応感に正の影響を示し、留学中期に受け取ったサポートは中期の適応に影響し、留学
後期は、これまでに受け取ったサポートにより影響を受けた留学前中期の適応感が、留学後期の適
応感に影響を及ぼしていることを示している。同様に、孫（2011）は、ソーシャルサポートの獲得
量の多さが異文化での社会文化的適応を促進すると示している。また、宋・石川・神庭・池澤・渡
邊・渡辺（2006）は、同国からの留学生によるサポート量の多さが、情緒的ストレスの高さやスト
レス反応の高さと関連していることを示しており、田中・高井・南・藤原（1990）や田中（1998）
は、異文化でのソーシャルサポートネットワーク形成が異文化適応を促進することを示している。
このように、異文化での対人的スキルや、周囲からのサポートに関する研究が多くなされ、異文
化での対人的要因が異文化適応感に影響を及ぼすことが示されている。
１．１．３．動機づけ的要因
田畑・田中（1991）は、積極的理由で留学をしている者に比べ、受動的理由で留学をしている者
は、留学生活にあまりとけ込めていないと述べている。また、譚・今野・渡邉（2009）は、留学生
の自律的留学動機の高さと対人的適応感の高さには正の関連が認められることを示している。
また、樋口（1997）は、課題達成に関する動機や、人間関係や行動様式との調和を目指す動機が
共に高い者は、共に低い者に比べて異文化適応感が高いと示している。さらに、宮城（2012）は、
外発的留学動機や取り入れ的留学動機が中心となった留学生は、留学中にネガティブ感情を継続的
に抱くことを示している。そして、長井（1988）は、自国の友人からの注目を集めたいがために、
目的もなく留学してきた学生が異文化適応に失敗していることを面接調査によって示している。
このように、留学動機が異文化適応に関連しているという報告がいくつか示されている。
１．１．４．文化的要因
佐野（1990）のアジア系留学生を対象にした研究において、自国文化と滞在文化の文化的共通性
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が少ないほど異文化での困難度が高くなり、また、井上・伊藤（1997）は、異文化体験者の異文化
に対する文化受容態度が高いほど、留学時の精神的健康が高くなることを示している。
このように文化差等が影響して異文化適応感が規定されるという報告もなされている。
１．２．適応感に対する認知的要因に関する研究
これまで、異文化適応要因として、性格や年齢、専攻や病歴等の属性的要因や、文化的距離や差
異等の文化的要因、周りからのサポート等の対人的要因について多くの検討がなされてきた。しか
し、それらは、異文化体験者自身の働きかけのみでは改善あるいは変容が難しいものであり、異文
化適応を促進するような支援につなげることは難しいと考えられる。
一方で、社会的スキルは、ソーシャルスキルトレーニングによる行動学習を行うことで変容する
ことが可能である。また、行動と同様に、自身の認知や考え方を変容することは比較的容易である
と考えられ、認知行動療法の観点からすると、認知の変容ができれば、認知だけでなく行動も変容
することが可能であると考えられる。そのため、本研究では、異文化体験者が持つ認知に注目し
た。
異文化適応と認知的要因に関しては、これまでにいくつかの研究がなされており、早矢仕
（1997）は日常生活における自己効力感の高さが異文化不適応に陥りやすい要因の1つであること
を示したが、孫（2011）は自己効力感の高さが社会文化的適応の高さを促進することを示した。こ
のように、自己効力感の異文化不適応への影響に関しては一貫しておらず、矛盾する結果が得られ
ている。さらに、Kosic（2006）は自身に対するポジティブな認知が異文化体験時のストレス等を
緩衝する要因になることを示している。また、徳田（2011）は、ステレオタイプや偏見による誤解
や疎外が生じた場合、異文化への適応を阻害する要因となると述べている。
そして、異文化体験前の不安の想定が高いと、不安の想定が低い場合よりも異文化体験時の異
文化不適応感が高くなることが示されている（鉃川・谷口・森下, 2013: Tetsukawa, Taniguchi, & 
Morishita, 2014）。また、宮城（2005）は、自由記述式の調査により、異文化体験前の期待が異文
化体験時に満たされずに不適応感を招くことを主張している。
このように、異文化適応要因として、異文化体験者の認知や考え方に関する研究がいくつかなさ
れてきている。
１．３．期待と不安
小川（2013）は、人々は当たり前のように、あらゆる場面で期待や不安を感じると述べている。
誰もがあらゆる場面で期待や不安を感じているのであれば、異文化体験前にも同様に期待や不安を
持っていると考えられる。そのため、本研究では、異文化体験に対する異文化体験者の期待および
不安に注目した。
東（1981）によると、期待は「『将来の事象を予期して待ち構えること』で、予期されている事
象は『よいこと』」であり、都留（1981）によると、不安は「自分の将来に起こりそうな危険や
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苦痛の可能性を感じて生じる不快な情動現象」であるとされている。また、Vonden Bos（2013）に
よると、期待は「感情を伴って、将来の出来事や状態を待ち望むこと」であり、不安は「恐れるこ
と。人間が根底的な存在の不確実感を体験したり、意識的選択の意味や個人の責任を理解したりす
る中で生じる苦痛や絶望の状態」であるとされている。
本研究では、異文化体験時に起こる事象を予測する認知として期待や不安を捉える。そのため、
本研究において、期待は「将来の良い結果を予測すること」つまり「留学中の期待する事象の予
測」とし、不安は「将来が不確実な状況において、起こり得る不快な事象を予測すること」つまり
「留学中の不安な事象の予測」とした。よって、本研究においては、期待する事象の予測と不安な
事象の予測を異文化体験者の認知として捉える。
１．４．異文化体験に対する期待不安に関する先行研究
これまで、異文化体験前の不安や期待に関する実態調査がなされており、川内（2006）の研究で
は、異文化接触前の不安として「食生活」「生活習慣の違い」「交通機関」等に合わせ、考え方の
違いやコミュニケーションの困難性に関するものが最も多く挙げられていた。また、小松（2012）
の研究では、留学前の学生が期待するものとしては、文化や食べ物、行動や生活スタイル、勉強
や言語等であると示している。一方で、不安に思うことは、ホームシックや人間関係、天候や食べ
物、病気・自然災害等に関することであると示している。
このことから、異文化体験前の留学生は、不安や期待を抱いており、コミュニケーションや人間
関係に関する不安が最も多いと考えられるため、対人面での不安が異文化体験者には大きな問題で
あると考えられる。ただし、期待に関して、文化や社会に関することやコミュニケーションに関す
ることが挙げられていることから、異文化体験前の留学生は、コミュニケーションに関して期待も
あれば不安も存在し、期待と不安を併せ持っているということが考えられる。
さらに、宮城（2005）は、異文化体験前の期待が高いことにより異文化不適応に陥ることを示し
ている。同様に、Aycan（2001）も国外在住に関する期待が、結果的に、異文化ストレスや疎外感
を感じるという異文化適応のプロセスモデルを作成している。これらのことから、異文化体験前の
期待が大きいと異文化体験時の不満蓄積やストレス要因となり、結果的に異文化不適応に陥ると考
えられる。
一方で、異文化体験前の不安も異文化体験時の適応感に影響しているとされている。小松
（2012）は、留学直後の留学生に対して調査を実施し、調査時の回答に異文化体験時の不安に関す
る記述が少ないと不適応的な行動が見られる学生が多いことを示している。このことから、異文化
体験前の不安の少なさが不適応行動につながるのではないかと考えられる。
このように、異文化体験者は、異文化体験前に異文化体験時の自分に対する期待や不安を持ち合
わせており、その期待の高さや不安の低さにより、異文化において不適応感を経験する可能性があ
ることが示されてきた。そのため、異文化体験前の期待や不安の予測を測定可能な尺度を作成し、
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異文化適応感との関連を詳細に検討することが必要であると考えられる。
しかしながら、異文化体験前の期待や不安が異文化体験時の適応感に影響するというこれらの研
究は、インタビュー調査や事例研究から得られた知見である。そのため、期待や不安と適応感との
関連を量的な方法により示唆する研究について以下に示す。
１．５．環境移行場面での期待・不安に関する先行研究
「進学」という環境移行における適応感研究では、進学前の期待や不安が進学後の学校適応感に
及ぼす影響が報告されている。名城・石川・嘉数（1986）は、中学校進学前の小学生の期待と不安
の実態調査を行い、友人との関係や先生との関係、勉強や学校生活に関する期待や不安が存在する
ことを示している。その後、小泉（1995）は、中学校進学前の期待や不安が中学校入学後の適応感
に及ぼす影響を検討し、進学前の期待が高く不安が低い児童は、期待が低く不安も低い児童よりも
適応感が高く、期待も不安もどちらも高い児童が次に適応的であることを示した。さらに、中学校
に対する期待と不安と入学後の適応感との関係を検討した澤田・古川（1996）の研究においても、
期待が高く不安が低い児童が最も適応的であることが示され、最も適応的でないのは期待が低く不
安が高い児童であることが示された。
これらのことから、環境移行前の期待や不安の高さにより、環境移行後の適応感が影響を受ける
と考えられる。異文化体験も環境移行場面であり、異文化体験前の期待や不安の高さも、異文化体
験時の適応感の高さに影響する要因であると考えることができる。
１．６．期待と不安の次元性
小泉（1995）は、小学校から中学校への移行期における期待と不安に着目し、期待不安尺度を作
成し、中学校での学校適応との関連を調査している。この期待不安尺度は、期待と不安を1次元上
の相対する概念として捉えていた。つまり、期待が高いと不安は低く、期待が低いと不安が高いと
いう捉え方であった。澤田・古川（1996）は、この期待不安尺度の問題を指摘し、新環境期待尺度
および新環境不安尺度を作成し、新しい環境である中学校への移行時の期待や不安が学校適応に及
ぼす影響を検討している。この新環境期待尺度および新環境不安尺度は、期待と不安を2次元上の
直交する概念として捉え、期待が高く不安も高い状況や期待が低く不安も低い状況も捉えることが
可能である尺度であるとされる。このように、期待と不安の概念は1次元上の相対する概念である
のか、2つの別概念であるのかに関しては、議論が必要であると考えられる。
鉃川・谷口・森下（2015）の研究は、小泉（1995）と同様の捉え方をし、不適応想定の低い者、
つまり期待が高い者の方が適応できているという結果が示されている。しかし、宮城（2005）の研
究では、期待が高いと様々な不適応を招くとされており、鉃川ら（2015）と宮城（2005）の研究
結果は相反するものとなっている。このことから、期待と不安という概念を1次元上の概念として
捉えることには限界があると考えられ、本研究では2つの別概念であると想定し、今後の検討を行
う。
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１．７．問題
また、異文化適応と期待や不安の関係性に関する研究はいくつか存在するが、どれもが自由記述
式の調査を基にしたものであり、統計的に処理された量的な研究ではないことが1つの問題として
挙げられる。また、期待や不安の適応感への影響に関する量的研究は、小学校から中学校への進学
という環境移行時の研究であり、文化間の移動を含む環境移行における期待や不安と適応感との関
連性の研究ではないことも1つの問題として挙げられる。このように、異文化における期待や不安
の影響を検討した研究は少ない。
本研究では、期待と不安の概念を分離して考え、質的、量的の両側面から検討することとした。
そのため、研究Ⅰでは、異文化体験前に感じている期待や不安が異文化における不適応感に影響を
及ぼすという検討の始まりとして、異文化体験前の期待と不安にはどのようなものが存在するのか
を検討することとした。その後、研究Ⅱにおいて、異文化体験前の期待や不安を2つの別概念とし
て測定するための尺度作成を試みる。
２．研究Ⅰ
２．１．目的
本研究の目的は、異文化体験前の認知である期待と不安を測定することが可能な尺度を作成する
ために、異文化体験予定者の抱く期待や不安を検討することを目的とした。
本研究では、留学予定者および留学経験者への面接調査を行うことで、留学間近の者の意見から
留学を終えた者の留学前の自身を客観的に想起した発言を得ることが可能であるため、幅広く異文
化体験前の期待や不安の内容について調査することが可能である。そのため、言語やコミュニケー
ションに関する不安や期待に限らず、日常生活や自身の変容に関すること等、様々な領域におい
て、期待や不安に関する発言が得られると推測される。そして、留学という異文化体験場面に対す
る異文化体験前の期待と不安の項目を抽出することが可能であると推測される。
２．２．方法
２．２．１．調査参加者
留学経験のある大学生および社会人（以下、経験群）、留学予定のある大学生（以下、予定群）
の計8名（経験群：男性2名、女性2名、平均年齢26.00（SD=3.46）歳、予定群：男性1名、女性3
名、平均年齢19.50（SD=1.00）歳）を対象に半構造化面接を行った。
留学先は3か国5地域6大学であり、平均留学期間は13.88（SD=13.79）か月であった。
２．２．２．半構造化面接
半構造化面接を行うにあたり、3つの質問を用意した。1つ目の質問は『留学に対して留学前には
どのようなことを考えていましたか（考えていますか）』であり、期待や不安に限らず、留学前に
思っていたこと、あるいは留学前の現在思っていることについて尋ねた。この時、どのような場面
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において、どのような思いがあるのかについて詳しく尋ねた。
2つ目の質問は『留学前に、どのような期待がありましたか（ありますか）。また、どのよう
な不安がありましたか（ありますか）。期待と不安ではどちらの方が強かったですか（強いです
か）』であり、留学前の期待や不安について、対人的側面、学業的側面、日常生活的側面、文化的
側面、その他の側面について尋ねた。
3つ目の質問は『留学中にどのくらい現地の生活に満足すると思っていましたか（思っています
か）』であり、期待の側面として、どのような想定を留学前にしているのかを尋ねた。
面接時間は、30分程度を予定して行い、平均面接時間は、経験群において36分4秒50（SD=14分
14秒15）、予定群において31分45秒00（SD=5分58秒00）であった。
２．２．３．手続き
初めに、調査参加者に対し、目的や倫理的配慮の説明をし、半構造化面接を行った。その後、半
構造化面接の発言内容を逐語記録としてまとめ、心理学を専攻する5名により、3つのカテゴリーに
分類し、「期待」および「不安」に関する項目を選出した。
２．３．結果
２．３．１．発言内容の分類
まず、半構造化面接の逐語記録から、異文化体験前の期待や不安にあたる文章を抜き出した結
果、390文が抽出され、心理学を専攻する5名と共に3つのカテゴリーに分類した。
宮城（2005）は、異文化適応の要因には『自己の資質』に関すること、『ホストとの関係』に関
すること、『ホストの環境』に関することの大きく3つがあると述べている。このことから、自己
の資質等に関する『自己』、現地での対人関係に関する『他者との関係』、現地の生活環境に関す
る『環境』の3つのカテゴリー分類を採用した。
3つのカテゴリーに分類した後、各カテゴリーに分類された文章に対して、再度カテゴリー分
けを行った。その結果、『自己』の領域で、【言語】、【授業】、【充実感】、【文化受容】、
【将来性】、【性格変容】、【日本人差別】の7領域、『他者との関係』で、【人間関係の広が
り】、【現地人の性格】、【ノンバーバルコミュニケーション（以下、NVC）】、【言語】、【マ
ナー】、【コミュニケーション】の6領域、『環境』で【生活習慣】、【治安】、【交通】、【成
長感】、【環境】、【時間自由性】、【遊楽性】、【食事】、【経済】、【ホームシック】の10領
域のサブカテゴリーが得られた。
２．３．２．サブカテゴリーの命名
『自己』におけるサブカテゴリー　『自己』カテゴリーは、7領域のサブカテゴリーに分類した。
1領域目は、自分の話す現地語が通じるのかという不安や、現地語を使用することに関する難し
さ、現地語学習や現地語習得に関する期待についての項目が頻出していた。このことから、これら
の発言内容は【言語】というサブカテゴリーにまとめた。
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2領域目は、現地語により教科書を読んだり、課題をこなしたりすることに対する自信のなさ
や、現地語で行われる授業において理解ができるかどうかの不安、一方で、有意義な勉強ができる
だろうという期待や、自文化よりも勉強がはかどるだろうという期待等の発言が多くみられた。そ
のため、このサブカテゴリーは【授業】としてまとめた。
3領域目は、異文化体験時の充実した時間、異文化での生活を楽しみにする発言、何かに挑戦し
たいという思いが多く語られたことから、【充実感】としてまとめた。
4領域目は、文化を受け入れることに関する発言や、新しい文化を取り入れていこうとする発言
が多くみられたことから、このサブカテゴリーを【文化受容】としてまとめた。
5領域目は、将来的な自分に対する不安や、帰国後の自分の生活に対する不安に関する発言や、
異文化体験時の経験が将来の自分に良い影響をもたらすと期待する発言が頻出していたことから、
このサブカテゴリーを【将来性】としてまとめた。
6領域目は、自分の性格や考え方、価値観が変わるだろうという期待や、新しい環境で生活をす
ることで変わりたいという希望等の項目が多くみられた。このことから、これらの発言内容は【性
格変容】というサブカテゴリーにまとめた。
7領域目は、異文化においては自分が日本人という異文化人であることを認識したうえで、差別
されないか、ひどい扱いをされないか、見下されないかという不安が多くみられ、このことから、
これらの発言内容を【日本人差別】というサブカテゴリーにまとめた。
このように、『自己』のカテゴリーにおいて7領域のサブカテゴリーを作成した。
『他者との関係』におけるサブカテゴリー　『他者との関係』カテゴリーは、6領域のサブカテ
ゴリーに分類した。
1領域目は、友達ができる、現地の人と仲良くできる、現地人との積極的な関わりや、良好な対
人関係の形成を希望する発言が頻出していた。一方で、現地人との関係性の悪化に対する不安や、
仲良くできる人ができないかもしれないという不安等の発言も多くみられた。このことから、この
サブカテゴリーは【人間関係の広がり】としてまとめた。
2領域目は、現地の人は価値観が異なり、その価値観が異なる人と関わることを望む発言や避け
たいという希望の発言がみられた。また、現地の人のポジティブな性格的なイメージを予測する発
言や、現地の人が良い人であり暖かい印象という発言もあった。その一方で、現地の人が冷たく怖
い印象であるという発言が多くみられた。このことから、このサブカテゴリーは【現地人の性格】
としてまとめた。
3領域目は、異なるジェスチャーに対する戸惑いや、異文化での表情形成の難しさ等の発言が多
く、一方で、ジェスチャーを使えば何とかなるという楽観的な考え等が頻出していた。そのことか
ら、これらの発言内容は【NVC】というサブカテゴリーにまとめた。
4領域目は、現地の人と会話をする場面において、その人と会話ができるか、伝えたいことがで
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きるかという不安や、伝えたいことを伝えることができるだろうという期待等の発言が多く見られ
たため、これらの発言内容を【言語】としてまとめた。
5領域目は、知らないマナーがあるだろうや、礼儀作法等で間違いマナー違反をしていたらとい
う不安、一方では、そのようなマナーを学んで成長していきたいという希望等の発言が多くなされ
ていた。そのため、これらの発言内容は【マナー】としてまとめた。
6領域目は、現地の人との意思疎通等コミュニケーションが取れるであろうという期待や、コ
ミュニケーションを取った時にそれが伝わるだろうかという不安等の発言が見られた。このことか
ら、このサブカテゴリーは【コミュニケーション】としてまとめた。
このように、『他者との関係』のカテゴリーでは、6領域のサブカテゴリーを作成した。
『環境』におけるサブカテゴリー　『環境』カテゴリーは、10領域のサブカテゴリーに分類した。
1領域目は、自文化と生活習慣の違う文化で生活することに対する楽しみや戸惑いに関する発言
が多く見られたことから、このサブカテゴリーを【生活習慣】としてまとめた。
2領域目は、窃盗等の身の回りの犯罪や銃やドラッグ等の危険な犯罪が起こり得る文化に対する
不安や、自分自身の身の安全を懸念する発言内容が多く見られたため、これらの発言を【治安】と
いうサブカテゴリーにまとめた。
3領域目は、交通機関を正確に利用できるか、道に迷わないか等の発言内容が多く見られた。こ
のことから、これらの発言内容は【交通】としてサブカテゴリーにまとめた。
4領域目は、現地の料理や自文化ではできない事柄等、異文化ならではの経験を期待する発言が
多く見られたため、このサブカテゴリーを【成長感】としてまとめた。
5領域目は、現地の気候が合うかどうかや、自文化とは別の環境へ行くことに対する不安に関す
る発言が多く見られた。よって、このサブカテゴリーは【環境】としてまとめた。
6領域目は、自分の時間を持つこと、自分のしたいことができる等の時間的余裕や、時間にとら
われない生活ができるという発言が多く、【時間自由性】としてまとめた。
7領域目は、様々な行事や場所に行くことや、観光を楽しみたいという希望等、現地での遊びに
関する発言が頻出していたことから、【遊楽性】としてまとめた。
8領域目は、食文化の違いや、自文化では食べることのできない物が食べられるという期待や、
自分の好きなものが食べられなくなったり、食べ物が口に合わなかったりすることを懸念する発言
が多く見られた。よって、このサブカテゴリーは【食事】としてまとめた。
9領域目は、買い物やお金を使うことに関して、自文化と変わらずできるだろうという楽観的発
言や、しっかりお金を使うことができるのか、不便を感じないだろうかといった発言が多く見られ
た。このことから、このサブカテゴリーは【経済】としてまとめた。
10領域目は、ホームシックになるだろう、なったらどうしようや、ホームシックにはならないと
いう発言も見られた。そのため、【ホームシック】としてまとめた。
岡山大学大学院社会文化科学研究科『文化共生学研究』第15号（2016.3）
163
このように、『環境』のカテゴリーでは、10領域のサブカテゴリーを作成した。
２．３．３．異文化体験前の期待および不安項目の作成
その後、各サブカテゴリーの発言内容を参考に、期待および不安の項目を1項目ずつ作成した。
ただし、『自己』の【言語】および【授業】、『他者との関係』の【人間関係の広がり】に関して
は、発言内容が他のサブカテゴリーと比べ多いため、2項目ずつ作成した。その結果、異文化体験
前の期待および不安の項目が、各26項目作成された（Table 1: Table 2）。この52項目を異文化体験
前期待・不安尺度の原尺度として以後の研究に用いることとした。
２．４．考察
２．４．１．発言内容やサブカテゴリーの多さ
留学予定者および留学経験者からの面接調査により、期待や不安に関する発言が幅広く得られ、
推測されていた発言内容が得られた。また、先行研究によってあまり示されていなかった、自分の
将来性や現地での時間的余裕、遊楽的な活動等の発言内容が得られたことは、本研究の意義の1つ
になると考えられる。
留学経験者においても、留学予定者においても多くの期待や不安に関する発言があり、合計で
390の発言が得られた。このことから、留学生は、留学前の時点で、留学中の自身について多くの
期待や不安が入り混じった状態にあるのではないかと考えることができる。そして、留学前には、
留学中に期待する事象や不安に思う事象というものは留学する誰しもが抱いていると考えられる。
サブカテゴリーに分類することで13のサブカテゴリーに分けることができた。『自己』の領域で
は、自分の能力に関する認知として【言語】や【授業】のサブカテゴリーがみられ、自分の感情や
価値観等に関する認知として【充実感】や【文化受容】、さらには、自分の将来的展望に関する認
知について【将来性】、自分の性格に関する認知として【性格変容】がみられたと考えることがで
きる。【日本人差別】は、自分が日本人であるという日本人アイデンティティからくる認知である
と考えることができる。川内（2006）の研究において、異文化接触前の不安として自己に関するこ
と、授業に関すること等、自分の能力に関する不安が挙げられており、本研究の結果を支持してい
ると考えられる。異文化体験者は異文化接触前に、自分の能力に基づいて不安な状況を予測してい
るのではないかと考えられる。また、期待に関しても、小松（2012）において、自己の内面に関わ
ることや自己成長、変わりたい等のカテゴリーが本研究の【性格の変容】や【充実感】、文化の違
いの経験や多文化というカテゴリーが【文化受容】等のカテゴリーと一致していると考えられる。
これらのことから、異文化体験者は自己の能力や自文化に起因する期待や不安を異文化体験前に持
ち合わせていることが考えられる。
さらに、『他者との関係』の領域では、【人間関係の広がり】は、対人関係開始場面に関する認
知であると考えることができ、【現地人の性格】や【マナー】は、対人関係維持場面に対する認知
であると考えることができる。また、【言語】、【コミュニケーション】、【NVC】は、現地で
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Table 1　異文化体験前の期待に関する項目
Table 2　異文化体験前の不安に関する項目
カテゴリー 項目（サブカテゴリー）
自己 現地語で話すことで、会話力が上達するだろう（言語）
自国にいる時よりも現地語が身につくだろう（言語）
現地の授業は実りあるものになるだろう（授業）
現地の授業は自分を積極的にさせてくれるだろう（授業）
異文化で生活することで充実感を得られるだろう（充実感）
現地の文化を受け入れて、世界観が広がるだろう（文化受容）
留学の経験が、帰国後の自分に良い影響を与えるだろう（将来性）
現地で考え方が変わり、世界観が広がるだろう（性格変容）
外国から来た自分は、現地人に優しくされ、楽しい生活が送れるだろう（日本人差別）
現地人と関わり、友達になれるだろう（人間関係の広がり）
積極的に現地人と話をし、仲良くなれるだろう（人間関係の広がり）
自国の人とは価値観の違う現地人と接することが楽しみである（現地人の性格）
現地で新しいマナーを学べ、成長できるだろう（マナー）
現地語で言いたいことをきちんと言え、コミュニケーションをとれるだろう（言語）
現地人に自分の意思を伝えることができ、満足するだろう（コミュニケーション）
ジェスチャーを使えば、コミュニケーションはとれるだろう（ノンバーバルコミュニケーション）
環境 自国とは文化の違う場所で生活することが楽しいだろう（生活習慣）
現地の治安は安全で、安心して暮らすことができるだろう（治安）
交通機関を使用し、さまざまな場所へ行き、楽しめるだろう（交通）
自国ではできない経験をし、成長できるだろう（成長感）
現地の環境は自分に合うだろう（環境）
時間にとらわれない楽な生活が送れるだろう（時間自由性）
自国ではできない活動や遊びができ、楽しめるだろう（遊楽性）
自国では食べられないものが食べられることが楽しみである（食事）
現地で日本では買えないものが買えて、ワクワクするだろう（経済）
自国のことを忘れるくらい楽しめるだろう（ホームシック）
他者との
関係
カテゴリー 項目（サブカテゴリー）
自己 現地語で話すことが難しく感じるだろう（言語）
自分の話す現地語が通じなかったら、自信をなくすだろう（言語）
現地の授業についていけず、落ち込むだろう（授業）
現地の授業の内容が理解できずに焦るだろう（授業）
自国を離れて生活することで、不便を感じるだろう（充実感）
現地の文化を受け入れられず、生活に困るだろう（文化受容）
帰国後、自国の生活に馴染めずに、落ち込むだろう（将来性）
留学したのに、何も得られずに帰国しないか気がかりである（性格変容）
外国から来た自分は、現地人にひどい扱いをされるだろう（日本人差別）
現地人と友達になれず、落ち込むだろう（人間関係の広がり）
現地での対人関係に困るだろう（人間関係の広がり）
価値観の違う現地人と関わることが憂うつである（現地人の性格）
マナー違反を知らずにして、現地人を不快にさせるだろう（マナー）
現地人と話すときに、しゃべることができずに焦るだろう（言語）
現地語で自分の意思が伝えられず、もどかしい思いをするだろう（コミュニケーション）
自国とは表現方法が異なり、困ることがあるだろう（ノンバーバルコミュニケーション）
環境 自国とは生活習慣が違うので戸惑うだろう（生活習慣）
現地で犯罪に巻き込まれないか心配である（治安）
交通機関を使用する時に、不便を感じるだろう（交通）
現地で有意義な経験ができず、無力感を得るだろう（成長感）
現地の環境は自分に合わないだろう（環境）
自由に自分のしたいことが出来ずに、イライラするだろう（時間自由性）
勉強ばかりで観光ができず、がっかりするだろう（遊楽性）
自国の食事が食べられないことが、辛いだろう（食事）
買い物をする時に、困ることがあるだろう（経済）
ホームシックになり、辛い日々を過ごすだろう（ホームシック）
他者との
関係
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の対人コミュニケーション場面全般に関する認知であることが考えられる。これらの発言が出現し
たことは、コミュニケーションや言語について不安に思っていることが多いと示した川内（2006）
の研究と共通しており、留学生を代表とする異文化体験者は、言語やコミュニケーションに関する
不安が最も大きいと考えられる。そのため、『他者との関係』の領域で、【人間関係の広がり】や
【言語】、【コミュニケーション】、【NVC】に関する発言が多く出現したと考えられる。また、
期待に関しても、小松（2012）においてコミュニケーションや言語、友達に関することが異文化体
験前の期待として挙げられている。これらのことから、異文化体験者はコミュニケーションや言語
によって成り立つ【他者との関係】について様々な期待や不安を持ち合わせていると考えられる。
同様に、『環境』の領域では、【生活習慣】、【環境】、【成長感】、【時間自由性】、【食
事】、【ホームシック】は、自文化と現地の文化の差異を認識し、その差異に対する認知であると
考えることができる。【治安】、【交通】、【遊楽性】、【経済】は、新しい生活をすることに対
する全般的な認知であると考えることができる。川内（2006）において、交通機関や食生活に関す
る不安が見られ、小松（2012）において、食べ物、自然、生活スタイル、時間感覚に関する期待、
自然災害や事故等、お金に関する不安等が見られていることが本研究の結果を支持していると考え
られる。そのため、異文化体験者は異文化体験前において、現地の環境や生活スタイルに関する期
待や不安を持ち合わせていることが考えられる。
これらのことから、本研究において出現した期待や不安の発言内容は、留学生活全般に対する期
待や不安を幅広く抽出できたと考えることができる。
２．４．２．異文化体験前の期待と不安の構成概念
本研究において、留学という異文化体験に対する異文化体験前の期待の予測と不安の予測の概念
を満たす原尺度を作成することができたと考えられる。各サブカテゴリーから作成された項目は、
言語やコミュニケーション、文化的アイデンティティ、生活スタイル、人間的性格の違い等、文化
的差異から生じる期待や不安の予測について抽出することができたと考えられる。一般生活におけ
る不安や期待の認知ではなく、留学という違う文化、違う環境に移ることで生じる差異によって予
測される期待や不安の認知であると考えられる。
３．研究Ⅱ
３．１．目的
本研究は、研究Ⅰにおいて作成された異文化体験前の自分自身に対するイメージの予測である異
文化体験前期待・不安尺度の原尺度において、期待と不安を別概念として捉え、その信頼性と妥当
性を検討することを目的とした。
本尺度における異文化体験前期待は、楽観性やポジティブ感情と正の関連、悲観性やネガティブ
感情と負の関連を示すと推測される。一方で、異文化体験前不安は、楽観性やポジティブ感情と負
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の関連、悲観性やネガティブ感情と正の関連を示すと推測される。また、澤田・古川(1996)が、期
待と不安は1つの概念ではなく、別概念であると述べていることから、本研究においても、別概念
として測定可能な尺度とすることとした。
３．２．方法
３．２．１．調査参加者および調査協力
留学を予定している関西圏の6つの大学に所属する大学生76名（男性19名、女性56名、不明1名、
平均年齢19.95（SD=0.94）歳）を対象に質問紙調査を行った。これらの学生に質問紙調査を行う
にあたり、留学を斡旋している2社のトラベルエージェンシーおよび関西圏の私立大学の協力を得
た。
３．２．２．質問紙
異文化体験前期待・不安尺度　異文化体験前の期待および不安を測定するために、研究Ⅰで作
成した、異文化体験前期待・不安尺度の原尺度を使用した。本尺度には、『よくあてはまる（5
点）』から『全くあてはまらない（1点）』の5件法を採用した。本尺度は、期待の項目では、得点
が高いと期待が高く、不安の項目でも、得点が高いと不安が高くなるような質問形式であった。
一般感情尺度　全体的な感情状態を測定するために、小川・門地・菊谷・鈴木（2000）の作成し
た、一般感情尺度から、ポジティブ感情因子8項目およびネガティブ感情因子8項目を選出し使用し
た。本尺度では、『非常に感じている（4点）』から『全く感じない（1点）』の4件法を採用し、
留学中にそれらの感情をどの程度感じるかを想像させ回答させた。
楽観・悲観性尺度　ポジティブな結果を期待する傾向である楽観性や、ネガティブな結果を予期
する傾向である悲観性を測定するために、外山（2013）の作成した、楽観・悲観性尺度（20項目）
を使用した。本尺度では、『よくあてはまる（4点）』から『全くあてはまらない（1点）』の4件
法を採用し、普段どのように考えているかについて回答させた。
フェイスシート　フェイスシート内には、性別、年齢、所属大学、学科、これまでの留学経験の
有無と留学地および期間、今後の留学予定の有無と留学予定地および期間を尋ねる項目を用いた。
３．２．３．手続き
本研究では、留学を予定する日本人大学生に対し質問紙調査を行った。調査協力を得た関西圏の
私立大学およびトラベルエージェンシー1社では、事前に行われる留学前オリエンテーションにお
いて、集団法により実施した。また、一方のトラベルエージェンシー1社では、関西圏の空港にお
ける出発前オリエンテーションにおいて、集団法により実施した。
３．３．結果
３．３．１．因子的妥当性および信頼性の検討
初めに、異文化体験前期待の項目および異文化体験前不安の項目において、データが著しく偏っ
ている項目があったため、平均尺度得点4.50以上2.30以下および標準偏差0.60以下を基準にして、
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期待の項目から8項目、不安の項目から6項目を除外した。残りの38項目を以後の分析に使用した。
その後、妥当性の検討のために、異文化体験前期待・不安尺度の項目について、因子間の相関を
仮定せず、最尤法Varimax回転により、採択基準を因子負荷量.40以上とし、探索的因子分析を行っ
た。この時、期待と不安の概念について、鉃川ら（2015）と宮城（2005）の研究が相反するものと
なっていたことから、期待と不安の概念を1次元上の表裏概念として捉えることに限界があると考え、
本研究では2つの別概念であると想定した。そのため、因子間の相関を仮定しないVarimax回転を採用
した。また、累積因子寄与率が50%以上となり、固有値（11.69; 4.81; 1.79; 1.52; 1.26）の推移がなだら
かになる直前の2因子構造を基準にした。その結果、2因子32項目を抽出した（Table 3）。
Table 3　異文化体験前期待・不安尺度の因子構造と信頼性
Ⅰ Ⅱ
a10 .853 .039 .728
a14 .836 -.046 .701
a21 .818 -.150 .692
a18 .816 -.078 .673
a24 .786 -.123 .633
a23 .761 -.028 .580
a9 .750 -.152 .586
a7 .749 -.033 .563
a13 .744 -.132 .572
a4 .706 -.186 .533
a17 .696 -.252 .547
a15 .683 -.108 .478
a22 .668 -.257 .513
a3 .647 -.005 .419
a11 .647 -.348 .540
a25 .626 -.100 .402
a2 .605 -.299 .456
a5 .584 -.334 .452
a12 .565 -.111 .331
e21 -.101 .767 .598
e18 .022 .729 .533
e19 -.013 .725 .526
e26 .108 .677 .469
e22 -.227 .647 .470
e20 -.056 .603 .367
e17 -.230 .594 .405
e24 -.121 .553 .321
e5 -.122 .549 .316
e8 -.246 .542 .354
e16 -.063 .506 .259
e13 -.138 .453 .224
e1 -.173 .439 .223
寄与率 (%) 36.527 51.545
現地人に自分の意思を伝えることができ、満足するだろう
現地語で話すことで、会話力が上達するだろう
現地で新しいマナーを学べ、成長できるだろう
自国にいる時よりも現地語が身につくだろう
自国の人とは価値観の違う現地人と接することが楽しみである
交通機関を使用し、さまざまな場所へ行き、楽しめるだろう
現地語で言いたいことを言え、コミュニケーションをとれるだろう
ジェスチャーを使えば、コミュニケーションはとれるだろう
自国とは文化の違う場所で生活することが楽しいだろう
積極的に現地人と話をし、仲良くなれるだろう
自国で食べられない物が食べられることが楽しみである
現地で日本では買えない物が買えて、ワクワクするだろう
現地の授業は自分を積極的にさせてくれるだろう
現地での対人関係に困るだろう
マナー違反を知らずにして、現地人を不快にさせるだろう
買い物をする時に、困ることがあるだろう
自由に自分のしたいことが出来ずに、イライラするだろう
交通機関を使用する時に、不便を感じるだろう
現地の文化を受け入れられず、生活に困るだろう
現地で犯罪に巻き込まれないか心配である
現地の環境は自分に合わないだろう
現地人と友達になれず、落ち込むだろう
自国の食事が食べられないことが、辛いだろう
F2：期待因子（α= .88）
現地の授業についていけず、落ち込むだろう
質問項目
F1：不安因子（α= .95）
現地語で自分の意思が伝えられず、もどかしい思いをするだろう
自国とは表現方法が異なり、困ることがあるだろう
現地人と話すときに、しゃべることが出来ずに焦るだろう
自国とは生活習慣が違うので戸惑うだろう
現地語で話すことが難しく感じるだろう
現地の授業の内容が理解できずに焦るだろう
自国を離れて生活することで、不便を感じるだろう
自分の話す現地語が通じなかったら、自信をなくすだろう
F
共通性
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第1因子の項目すべてが、研究Ⅰにおける「不安」の項目であったため、『不安因子』とした。ま
た、第2因子の項目すべても、研究Ⅰにおける「期待」の項目であったため、『期待因子』とした。
その後、信頼性の検討のためにCronbachのα係数を算出したところ、『不安因子』において
α=.95、『期待因子』においてα=.88と高い値を示した。
３．３．２．異文化体験前期待・不安尺度の概念および基準関連妥当性の検討
以降の分析ために、各尺度の平均尺度得点(M)と標準偏差(SD)を算出した。異文化体験前期待・
不安尺度において、不安因子は3.04(SD=.87)点であり、期待因子は4.12(SD=.52)点であった。次
に、楽観・悲観性尺度において、楽観性因子は3.13(SD=.52)点であり、α=.91と高い信頼性を示し
た。また、悲観性因子は1.79(SD=.54)点であり、α=.91と高い信頼性を示した。さらに、一般感情尺
度において、ポジティブ感情因子は3.34(SD=.47)点であり、α=.88と高い信頼性を示した。また、ネ
ガティブ感情因子は2.93(SD=.46)点であり、α=.76と高い信頼性を示した。
期待と不安の別概念としての検討　異文化体験前期待・不安尺度が2つの別概念であるかの検討
を行うために、異文化体験前期待・不安尺度の確証的因子分析を、Amos 21.0を使用し、1因子構造
および2因子構造において検討を行った。その結果、1因子構造( χ2=551.36; RMSEA=.08; GFI=.71; 
GFI=.59; CFI=.89; AIC=853.36)よりも2因子構造( χ2=475.60; RMSEA=.05; GFI=.75; AGFI=.67; 
CFI=.95; AIC=727.60)の方がGFI、AGFI、CFIの値が高くなり、RMSEAとAICの値が低くなった。こ
のことから、1因子構造モデルよりも2因子構造モデルが妥当であると判断し、本研究では、異文化
体験前の期待および不安は、対立する概念ではなく、2つの別概念であるとして今後の分析を行う
こととした。また、異文化体験前期待・不安尺度の『不安因子』と『期待因子』の間の相関分析
を行った結果、『不安因子』と『期待因子』の間には有意な中程度の負の相関関係が認められた
（r=-.33, p<.01）。
基準関連妥当性の検討　次に、基準関連妥当性を検討するために、本研究で作成した異文化体験
前期待・不安尺度と一般感情尺度および楽観・悲観性尺度の相関分析を行った（Table 4）。
Table 4　異文化体験前期待・不安と他の尺度との相関係数
ネガティブ感情 .26 * .06 n.s.
悲観性 .35 ** ‐.55 ***
ポジティブ感情 ‐.33 ** .72 ***
註) *** p<.001 ** p<.01 * p<.05
r r
異文化体験前認知
不安 期待
楽観性 ‐.40 *** .55 ***
異文化体験前期待 ‐.33 ** － －
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その結果、異文化体験前不安と、楽観性およびポジティブ感情との間に有意な負の相関、悲観性
およびネガティブ感情との間に有意な正の相関がみられた。一方、異文化体験前期待と、楽観性お
よびポジティブ感情との間に有意な正の相関、悲観性との間に有意な負の相関がみられた。しか
し、ネガティブ感情との間には有意な相関関係はみられなかった。
３．４．考察
３．４．１．異文化体験前期待･不安尺度の妥当性
異文化体験前の期待が楽観性やポジティブ感情と正の関連、悲観性やネガティブ感情と負の関連
を示すと推測され、また、異文化体験前の不安が楽観性やポジティブ感情と負の関連、悲観性やネ
ガティブ感情と正の関連を示すと推測された仮説1は概ね支持された。
探索的因子分析の結果、研究Ⅰにおいて不安の予測として作成した項目が不安因子にまとまり、
期待の予測として作成した項目が期待因子にまとまった。このことから、本尺度は、想定していた
期待と不安の因子に分かれ、異文化体験前期待および不安を測定可能な尺度であることが示され
た。
また、基準関連妥当性の検討により、不安因子は、悲観性およびネガティブ感情と有意な正の相
関を示し、楽観性およびポジティブ感情と有意な負の相関を示した。つまり、異文化体験前の不安
因子は、悲観的な将来的展望を示す悲観性やネガティブな感情の想起を示すネガティブ感情と正の
関連があり、一方で、楽観的な将来的展望を示す楽観性やポジティブな感情の想起を示すポジティ
ブ感情と負の関連にあった。これは、異文化体験前の不安因子が、異文化体験時の自分自身に対す
るネガティブなイメージを予測する認知であることを示しているといえよう。
さらに、期待因子は、楽観性およびポジティブ感情と有意な正の相関を示し、悲観性と有意な負
の相関を示した。つまり、異文化体験前の期待因子は、楽観的な将来的展望を示す楽観性やポジ
ティブな感情の想起を示すポジティブ感情と正の関連があり、悲観的な将来的展望を示す悲観性と
は負の関連があることが示された。これは、異文化体験前の期待因子が、異文化体験時の自分自身
に対するポジティブなイメージを予期する認知であることを示している。しかしながら、期待因子
とネガティブ感情の間に関連が認められなかったことから、期待因子は、ネガティブな感情の生起
の有無には関係なく生じるポジティブなイメージを予期する認知であるといえよう。
３．４．２．構成概念としての期待と不安
異文化体験前の期待と不安を2つの別概念として測定することが可能な尺度を作成することがで
きた。このことにより、今後、異文化体験前期待および異文化体験前不安の影響を分けて検討する
ことができるようになったと考えられる。よって、異文化体験のような文化間の移動が含まれる環
境移行場面において、不安を予測していれば期待の予測はなく、期待の予測をしていれば不安の予
測はしていないという前提だけではなく、不安の予測と期待の予測を別々に測定することが可能と
なったと考えることができる。
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４．今後の課題
本研究では、異文化体験前期待・不安尺度の因子的妥当性や、楽観性や悲観性および一般感情と
の関係性によって基準関連妥当性が確認され、さらに、尺度の信頼性も確認することができた。し
かし、異文化適応に対して異文化体験前の期待や不安の認知が影響するという観点において本尺度
を実施するためには、異文化体験時のストレス反応や精神的健康、幸福感等の適応指標との関連を
視野に入れて今後の検討を行う必要がある。よって、本尺度を用い、留学生に対する調査によっ
て、異文化適応との関係を検討していく必要がある。そのためにも、本研究のような留学前の調査
のみではなく、縦断的に留学前および留学中と調査を行うことも必要であろう。
また、先行研究や研究Ⅰの面接調査において、「期待もあれば不安もある」という旨の発言が
あったことから、異文化体験前の期待と不安を相対する概念ではなく、2つの別概念として捉える
必要性があると考えられたため、研究Ⅱにおいて、異文化体験前期待･不安尺度における期待因子
と不安因子を2つの別概念として捉えることが可能な尺度を作成した。異文化体験前期待と異文化
体験前不安が、それぞれ異なった影響を及ぼすと推測されるため、今後は期待と不安の2つが交わ
る状況に関して検討する必要性があると考えられる。そして、期待と不安の予測が交わることで、
異文化適応にどのような影響を生じさせるのかを検討する必要があると考えられる。
異文化適応支援に必要な見立てとして、研究Ⅱで作成した本尺度は、異文化体験前の思考の傾向
を把握することができる尺度である可能性が示された。今後、異文化適応との関連が認められた場
合、異文化体験前の見立てとして、異文化体験前の期待や不安の予測を把握することで、異文化体
験前に異文化不適応に陥るリスクを事前に把握することが可能になると考えられる。そして、事前
に留学生の思考の傾向を把握し、異文化体験前に事前に異文化適応支援を行うことで、異文化体験
時の異文化適応の促進や、異文化不適応の予防・軽減が可能になると考えられる。そのため、今後
は認知を変容し、その行動スキルや認知スキルを変容させることが可能なトレーニングプログラム
を開発、実施し、異文化体験前期待や不安の変容が可能であるのかを検討していく必要もあると考
えられる。
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